






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
（  続紙  １  ）  










































部材表面近傍の鉛直風速の評価位置について、 Large Eddy Simulation（ LES）に基づ





























 第 6 章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。 
 
（続紙 ２ ） 
 
氏 名 野 口 恭 平 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、鋼橋の鋼部材表面における海塩粒子由来の付着塩分量の評価モデルの構
築と長期的評価法を提案し、その有効性を数値解析、実験、観測により確認したもの
であり、得られた主な成果は次のとおりである。 
１． 新たに飛来塩分捕集装置を開発し、既往の装置との比較に基づき捕集性能を検
討し、その捕集性能は既往の装置とほぼ同等であること、および異常気象時の過大捕
集を避ける性能が期待できることを明らかにした。 
２．部材表面の付着塩分量を海塩粒子の慣性衝突と沈着の和により表し、複雑な数
値計算を必要としない簡易的な橋梁部位別の付着塩分量評価モデルを提案するととも
に、雨滴、および結露による水滴流下による洗浄効果を実験的に示し、付着塩分量の
現地観測との比較を通じて、これらのモデルの妥当性を明らかにした。 
３．風速、風向、気温、相対湿度、日射、大気中塩分濃度等の各要素を WRF により
求め、個々の要素の確率分布を求めることにより、長期間の鋼部材表面の付着塩分量
を統計的に評価する手法を提案した。また、確率分布を用いて風向を表す手法を開発
した。 
 
以上の通り、本論文は、鋼橋の鋼材表面各部位における海塩粒子由来の付着塩分量
を橋梁個々の観測を必要とせず、長期間にわたり評価可能とする手法を提案するもの
であり、多数の橋梁の広域的維持管理という実務への貢献が期待される。同時に、鋼
材腐食に対する数値解析技術や気象モデルの利用は、学術上、実際上寄与するところ
が少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認め
る。また、平成２９年１月３１日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行
って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認め
た。 
 
 
